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多様な「きこえ」に寄り添い、確かな学びを紡ぐ 
 

 

  

 

近畿教育オーディオロジー研究協議会会員の皆様に

おかれましては、日頃よりそれぞれの教育現場、相談機

関、研究機関において、聴覚障害教育ならびに教育オー

ディオロジーの発展に多大なるご尽力を賜り、心より敬

意と感謝を申し上げます。 

 このたび、山本幸生前会長の後任として本研究協議会

会長を拝命いたしました、兵庫県立姫路聴覚特別支援

学校校長の佐野美穂でございます。どうぞよろしくお願

い申し上げます。先達の先生方が積み重ねてこられた実

践と研究の歩みは、今日の教育オーディオロジーの基盤

を形づくっており、本研究協議会はその知見を次代へと

つないでいく役割も担っております。近畿地域を中心に、

聴覚障害児教育における聴覚管理、補聴器フィッティン

グ、聴覚学習などの教育活動を「教育オーディオロジー」

として確立・発展させることを目的として、近畿地区の教

育機関が連携し、研修および研究を行ってまいりました。

現在は、「緩やかに」「つながり」「継続する」をキーワー

ドに、年３回（夏・秋・冬）の学習会・講習会・講演会の開

催や機関紙の発行に取り組んでおります。多様な「きこえ」

の子どもたちが主体的に学び、周囲と豊かにつながるた

めの環境を整えることは、時代がいかに移り変わろうとも、

私たちの使命であり続けると考えております。その積み重

ねによって、子どもたちは一人ひとり異なる「きこえ」をも

ちながらも、主体的に授業へ参加し、学校生活の中で友

人との豊かな対話を育み、自らの「きこえ」への理解を深

め、それぞれに適した方法で自己を表現し、将来の姿を

思い描きながら社会参加へと歩んでいくことができるも

のと考えております。 

 近年、子どもたちを取り巻くテクノロジーの進化には目

覚ましいものがあります。デジタルワイヤレス補聴援助シ

ステム（ロジャー等）の高度化に加え、AI を活用したリア

ルタイム文字通訳アプリの普及、GIGA スクール構想に

よる一人一台端末の活用など、情報保障の選択肢は飛

躍的に広がりました。しかし、どれほど優れた機器やシス

テムが登場しても、それを子どもの発達段階や一人ひと

りの「きこえ」の状態、さらには教室の音環境に応じて適

切にコーディネートし、現場の教員と連携して運用してい

く「人」の存在が不可欠です。また、一人ひとりの子ども

たちには個別のニーズがあり、実際の教育現場では理

論だけでは解決できない場面に直面することも少なくあ

りません。専門的な知見をもって現場を支える、私たち教

育オーディオロジーに携わる者の役割は、これまで以上

に重要になっているといえます。また、これらの技術革新

の中には視覚情報への依存度が高いものも多く、多様な

「きこえ」の子どもたちにとっては視覚的な負担の増大に

つながる可能性があり、新たな配慮が求められています。 

 また、インクルーシブ教育システムの構築が進められる

中、在籍校と聴覚特別支援学校が、通級による指導、教

育支援センター、学校間交流事業などを通して、どのよう

に手を取り合い、一貫した支援を届けていくかという「地

域連携」も大きな課題です。本研究協議会が、学校種の

垣根を越え、さらに医師、言語聴覚士、補聴器関係者、そ

して保護者の皆様を結びつける契機となるプラットフォー

ムであり続ける意義も、まさにここにあると考えておりま

す。 

今年度も８月１９日、２０日に大阪にて、総会ならびに講

演会・講習会を予定しております。１日目は講座Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲに分かれ、参加者の皆様がそれぞれの関心に応じて

学べる構成とし、２日目には大学から講師の先生をお招

きして講演会を開催する予定です。聴覚支援に関する素

朴な疑問を解きほぐす手がかりから、日々の実践から導

き出された貴重な研究成果、明日の指導に生かせる具
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体的な実践報告まで、充実した内容となっております。こ

の会に参加いただく皆様が、新たな気づきや実践への

示唆を得て、それぞれの地域や目の前の子どもたちへ還

元してくださることを切に願っております。 

 本会は、若手教員の育成という使命も担っております。

子どもたちの「きこえ」に関心を持ち、より良い教育環境

を整え、充実した教育活動を展開したいと願う先生方は

数多くいらっしゃることと存じます。本研究協議会に集うこ

とを通して、日々の実践の中で抱く疑問や課題に対する

新たな視点や気づきを得られるものと考えております。そ

うした学びの積み重ねが、明日の聴覚障害支援教育の

一歩へとつながっていくことを願っております。どうぞ本

研究協議会の輪をさらに広げ、より実りあるものとしてい

くことができますよう、皆様のご支援とご協力をお願い申

し上げます。 

結びに、本研究協議会の活動を支えてくださる役員・

関係者の皆様に深く感謝申し上げますとともに、会員の

皆様のますますのご健勝とご活躍を祈念し、巻頭のご挨

拶といたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 ８年 ５月８日 第１回代表委員会（大阪府立中央聴覚支援学校） 

 ６月５日 第２７回夏の講演会・講習会の案内、機関紙９４号発行 

 ８月１８日 第２回代表委員会（大阪府立中央聴覚支援学校） 

 １９日 第２７回夏の講習会（大阪府立中央聴覚支援学校） 

 ２０日 第２７日夏の講演会・講習会（大阪府社会福祉会館） 

  午前 演題：「 聴覚障害児の読み書きの力について考える：不易と流行 」 

  講師 新海 晃 先生（広島大学） 

  午後 演題：「 きこえない、きこえにくいからもう一歩進んでみよう  

             ―発達障害のある聴覚障害児の理解と支援― 」 

  講師 大鹿 綾 先生（東京学芸大学） 

 １０月９日 秋の講演会の案内、機関紙９５号発行 

 １１月２８日 秋の講演会（大阪府社会福祉会館） 

  演題：「 未定 」 

  講師 斎藤 友介 先生(大東文化大学) 

 １２月４日 冬の学習会の案内、機関紙９６号発行 

令和 ９年 １月２９日 第３回代表委員会・専門研修会（奈良県立ろう学校） 

 １月３０日 冬の学習会（奈良） 

  演題：「 未定 」 

  講師 未定 

 ３月１５日 集２７号発行、機関紙９７号発行 

 

 

  

 今年度の活動計画 

 



 

 

 

 

 

 

事務局役員 

・会長 校長会代表 佐野 美穂   (兵庫県立姫路聴覚特別支援学校長） 

・副会長           甲斐 俊夫  （大阪府立堺聴覚支援学校）    吉村 俊郎  （奈良県立ろう学校） 

・事務局長 坪田 良一 (兵庫県立姫路聴覚特別支援学校) ・会計 田路 陽子 (兵庫県立姫路聴覚特別支援学校) 

・事務局次長 栗林 みさき （滋賀県立滋賀聾話学校） ・機関紙 上田 茜  （兵庫県立豊岡聴覚特別支援学校） 

  〃 野田 章訓  （京都府立聾学校舞鶴分校）   〃 針本 亜侑（奈良県立ろう学校） 

  〃 谷口 信恵（兵庫県立神戸聴覚特別支援学校） ・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 池田 佳菜（京都府立聾学校） 

・情報保障 田村 早紀 (和歌山県立和歌山ろう学校) ・研究 木村 純子(大阪府立中央聴覚支援学校) 

代表委員（聾学校） 

・滋賀県立聾話学校 （栗林 みさき） ・兵庫県立神戸聴覚特別支援学校 （市川 彩） 

・京都府立聾学校 （安部 早也佳） ・兵庫県立姫路聴覚特別支援学校 （小林 知史） 

・京都府立聾学校舞鶴分校 （野田 章訓） ・兵庫県立むこがわ特別支援学校 （石澤 洋志） 

・大阪府立生野聴覚支援学校 （稲川 佳世） ・兵庫県立豊岡聴覚特別支援学校 （上田 茜） 

・大阪府立だいせん聴覚高等支援学校 （森島 一矢） ・大阪府立中央聴覚支援学校 （洲脇 志麻子） 

・大阪府立堺聴覚支援学校 （喜連 友子） ・和歌山県立和歌山ろう学校 （大村 浩子） 

・奈良県立ろう学校 （山中 淳生）   

（地区ブロック） 

・京都府 （田中 留美／京都市立二条城北小学校） ・兵庫県 （志水 諭美／伊丹市立花里小学校） 

・大阪府 （和田 久美子／大阪市立扇町小学校） ・滋賀県 （未定） 

・奈良県 （高尾 公美／奈良市立椿井小学校） ・和歌山県 （未定） 

監査 

・徳田 浩一 （大阪府立だいせん聴覚高等支援学校） ・辻本 佑介 （大阪府立生野聴覚支援学校） 

 

令和８年度 近畿教育オーディオロジー研究協議会運営組織 

近畿教育オーディオロジー研究協議会事務局   
〒６７０－００１２                            ＴＥＬ：０７９−２８４−０３３１ 
兵庫県姫路市本町68番地4６                ＦＡＸ：０７９−２２２−５２３７ 
兵庫県立姫路聴覚特別支援学校内              メール：kinkieaa@gmail.com 


